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1980年代の 米軍航空機観測 を用 いた ドボラッ ク法の 再調査
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1，は じめに

　現業航空機観測の 行われ て い ない 北西太平洋 の 台風

の 強度解析 におい て 、ドボラ ッ ク法 の 解析は有力な参

考資料で ある。その 際、衛星解析 に よる CI数を台風強

度 に 変換す るが、多 くの 現業 セ ン タ
ー

が Dvorak（1994：

以後 D84 ）に よる換算表を採用 して い る の に 対 して、

気象庁で は木場 ほ か （1990 ： 以後 K90 ） の 表 を用 い て

い る （表 1） た め、気象庁 の 発表する台風強度が し ば

しば相対的に弱 く見える。 K90 は 1980年代に北西太平

洋で米軍 に よ り現業航空機観測 が 行われて い た期間の

気象庁ベ ス トトラ ソ クデ
ー

タと CI 数 の 比較によ り作

成 したもの で、次の 2 点に問題があっ た可能性 が ある。

  航空機観測 の なか っ た時間帯 の ベ ス トトラ ッ クデー

タ も使われ て い る。  CI数の 決定に 円形画像を用 い て

お り海域によっ て は歪み が 大きく、また動画が 使えな

か っ た。それ に 対 して今回 は 、  航 空 機観測の 観測値

を用い 、また  徳 野 ほ か （2009年秋季大会 P168）が 歪

み の 少な い 正 方格子図法画像と動画表示 可能な環境を

用い て作成 した 6時間毎の 再解析 CI数 （6鍍 急変時の

拘束条件な し）を用い て調査を行っ た 。 対象は 1981〜

1985年に 950hPa以 下まで 発 達 した台風で ある 。

2 ， C1数毎の 航空機観測値の 統計

　まず、K90 の 検証 の ため、ドロ ッ プ ゾ ン デ観測によ

る中心気圧 とそ の 観測時刻に最も近 い 再解析 Cl 数 を

直接比較 し た。表 1 に CI 数ごとの 平均値及び 標準偏差

を示す。CI・＝3．O と 5．0 を除き、各 CI とも ドロ ッ プ ゾ ン

デ観測 の 平均 の 検定が K90 との 比 較 で は有意水準 95％

で有意と言 え るの に対 して、D84 と比較すると CI＝4 ．0

と4．5 を除きすべ て 棄却 され る。

　風に関 して は、航空機観測 で の ドッ プ ラ
ーレ ーダー

に よ る 700hPa 高度の 最大風速に つ い て表 1と同様の方

法で統計を取っ た とこ ろ、CI数毎の平均値は K90 の最

大風速 との 差が 5 ノ ッ ト以 内 とな っ た （表省略〉。

F  k  et　aL 〔2003）は台風 の 海上風速が平均 で 700hPa

風速の 約 90％ になる として お り、それ を考慮する と

K90 の 値 が少なくとも弱すぎる こ とは ない と言 える。

3 ．近年の ベ ス ト トラ ッ ク解析と K90

　近年 の ベ ス トトラ ッ ク解析による中心気圧を K90 と

比較する ため、表 1で最も標準偏差の 大きい CI＝6．0 と、

非常に強い台風 の解析へ の 関連の大きい CI−75 に っ い

て 、2011− 2013年の 6時間毎の ベ ス ト トラ ッ ク解析値

の統計を表 2 に示 した。比較と して前項の 調査 と同じ

1981− 1985 年 の 台風につ い て も同 じ表に示 した。こ の

期間に つ い て は 表 の CI 数は再解析値だが ベ ス トトラ

ッ ク は 当時 の解析 に よ る もの で ある。こ れ らを比較す

る と、2011− 2013年は K90 及び 1981− 1985年と平均

値で はほぼ同 じだが標準偏差は 2011− 2013年には小

さくな っ て お り、近年は K90 に忠実に解析が行われ て

い る こ とが示唆される。

4 ．結論と考察

　気象庁で 用い られ て い る K90 の 中心気圧に つ い て、

航空機観測 と再解析 CI数 との 直接比較 に より、強い 台

風 に関して は妥当で あ る こ とが 示 され た。ま た最近 の

ベ ス トトラ ッ ク 中心 気 圧 は K90 に忠実に 解析 が行 われ

る傾向が見 られた 。

　今回の 結果 か ら、他 にデータが ない 場合に K90 に基

づ い て 強度解析を行 うと解析値 が 弱 くな りす ぎる問題

が あるとは言えない と考えられる。た だ し、現実の 台

風は表 1 に示 したように同 じ CI数で も強度のばらつ き

は非常に 大きい 。近年は各C ［数に対する平均的な気圧

値を採用す る こ とに よ り、結果的に 、特に強い 台風 の

頻度が減っ た よ うに 見 えて い る可 能 性 は あ る。

　今 回 採用 した徳野 ほ か （2009）に よ る Cl数再解析 は、

主観解析に伴 うば らつ きを軽減す る 目的で 、従来 の 方

法を
一
部変更 し て い る u そ れ も考慮す ると、表 1の CI

数毎の気圧 の ば らつ きは、ドボラ ソ ク法の 客観化等に

よ り改善が期待 され る もの で は なく、 こ の 手法に避 け

られない もの と考えられ る。さらなる改善には台風 の

内部構造を考慮 した解析手法が 必要で ある。

表 1　 1981− 1985年の 台風 に 関する、CI数に対する台

風中心 気圧 （hPa）の 統計。　D84 と K90 は先行研 究に よ

るもの （本文参照） で 、斜字は今回 の 平均値 が そ れ と

等 しい とする仮説が有意水準 95％ で棄却 され る。
CIN 平均 （σ ） D84K90

3．049 98410 ） 991987

3544 97713 984981

4．o46 97413 976973

4540 968 （13） 966965

5．063 960（ll） 95イ 956
5．562 94612） 941947
6．055 939（18） 927937
6．540 931i6 914926
7D28 918（17） 898914
7．519 898 （9） 879901
8．00 n！a 858888

表 2　 6 時間毎 の CI  ．0 と 7．5 に対す るベ ス トトラ ソ

ク中心 気圧 （hPa） の 統計、

1981−1985年 2011 − 2013 年
CIN

平均 （σ ） N 平均 （σ ） K90

60100940 （16） 45940 （13） 937
7．542903 （10） 10904 （2） 901

一 54　一
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